








要約:小児の在宅医療について、特に地域の受け入れ医療機関の中心となる開業医師の意識

調査を行った。(発送数:375 名、回収数:253 名、回収率:67.5%)今まで在宅酸素療法などの

在宅医療に関わった患者数は、成人も含め 36 例あった。現在 3名の医師のみが在宅医療に

実際かかわっていたが、将来の診療に対しては、43名(約 17%)の医師が可能との答えであ

った。その内容は、風邪などの不定期な診察と投薬(68%)及び定期的な診察と投薬(41%)が

主であった。 

今後小児の在宅医療においても、支援システム構築のひとつとして、それぞれの役割分担

に基づいた病院と診療所の連係が重要であると思われた。 


